
資料２

第２次循環型社会形成推進基本計画の進捗状況の第２回点検

の進め方について（案）

１．点検の背景

● 第２次循環基本計画の点検について

第２次循環基本計画の第６章「計画の効果的実施」の第１節「中央環境審

議会での進捗状況の評価・点検」における以下の規定に基づき、今回の点検

を行う。

＜第２次循環基本計画＞より抜粋

循環基本計画の着実な実行を確保するため、毎年、中央環境審議会は、国民各

界各層の意見を聴きながら、関係府省の自主的な点検結果を踏まえて、環境基

本計画の点検との連携を図りつつ循環基本計画に基づく施策の進捗状況などの

点検とともに、毎年度重点的点検事項を設定し、中央環境審議会において集中

的な審議を行い、必要に応じ、その後の政策の方向につき政府に報告します。

、点検の内容については、次年度の関係省庁の政策の企画・立案、予算要求

組織・定員要求などに反映させる。

● 点検についての中期的な方針

Ｈ２０．３ 第２次循環基本計画閣議決定

（ポイント）

①３つの社会への統合的取組、②地域循環圏の構築、③指標の充実、④国際

的な循環型社会の構築

Ｈ２０年度 第２次循環基本計画の第１回点検

（第１回点検の重点的点検事項）

①３つの社会（循環型社会、低炭素社会、自然共生社会）の統合的取組の状況

・点検全般において統合的取組の実施状況に留意

・廃棄物部門由来の温室効果ガス排出量及び廃棄物として排出されたものの
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原燃料への再資源化や廃棄物発電等により代替される化石燃料由来の温室

効果ガス排出量について試算

②地域循環圏の形成やリデュース・リユースの推進に向けた取組状況

・地域における各主体の先進的な取組。特に、産業廃棄物排出量の５分の１

を占める家畜ふん尿の地域における有効活用や全ての製造業・小売業等に

関係する物流・流通関係における梱包、包装に関するリデュース・リユー

ス

③国際的な循環型社会の構築に向けた取組状況

・Ｇ８神戸環境大臣会合、Ｇ８洞爺湖サミットの成果である神戸３Ｒ行動計

画や新・ゴミゼロ国際化行動計画を実施していくため、３Ｒの国際協力等

についてとりあげ

④物質フロー指標や取組指標の定量的な把握・評価

・第２次循環基本計画において新たに盛り込まれた指標について算出

・低炭素社会への取組との連携に関する指標等については、最新の成果を反

映させて試算

Ｈ２１年度 第２次循環基本計画の第２回点検

Ｈ２２年度 進捗状況の中間評価

Ｈ２３年度～ 第4回点検及び循環基本計画見直しのための議論を開始

↓

必要に応じて計画の見直し

＜第２次循環基本計画＞より抜粋

また、内外の社会経済の変化に柔軟かつ適切に対応して、循環基本計画の見直

しを行うこととし、見直しの時期は、５年後程度を目途とします。

２．第２回点検の重点的検討事項の考え方

第２回点検の重点的検討事項については、次の考え方による。

○ 次年度（平成２２年度）の進捗状況の中間評価に向けて、①予め第２回点検

において重点的に点検することとされていた事項、②第２次循環計画のポイン

トでありながら第１回点検において十分に点検できていない事項及び③第１回

点検において更なる検討が必要とされた事項を重点的検討事項とする。
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また、検討に当たっては、有識者、関係各省、関連業界等からのヒアリング

を積極的に実施し、関係者の多様な意見を汲み上げるとともに、きめ細かな実

態把握を進める。

①予め第２回点検において重点的に点検することとされていた事項

・物質フロー指標の一部（ＴＭＲ、産業別資源生産性など）

・地方公共団体、NPO/NGOの取組

②第２次循環計画のポイントでありながら第１回点検において十分に点検でき

ていない事項

・循環型社会と自然共生社会の統合的取組の状況

③第１回点検において更なる検討が必要とされた事項

・３Ｒ（特にリデュース）の推進による天然資源消費抑制効果及び環境負荷

低減効果

・循環型社会形成に向けた国民の意識・行動の変化についての調査

３．第２回点検の重点的検討事項（案）

① ３つの社会（循環型社会、低炭素社会、自然共生社会）の統合的取組の状況

点検全般において統合的取組の実施状況に留意する。特に、自然共生社会と

の統合的取組に関して、循環型社会形成の取組と自然共生社会形成の取組の優

良事例について取り上げるとともに、３Ｒ（発生抑制（リデュース 、再使用）

（リユース 、再生利用（リサイクル ）の取組による自然共生社会形成効果） ）

について検討する。

② 地域循環圏の形成の推進等に向けた地方公共団体、NPO/NGOの取組状況

リデュース取組上位市町村の主な取組事例や、地域の循環基本計画等策定状

況等を踏まえ、循環型社会形成推進に係る地方公共団体やNPO/NGOの取組の優

良事例を取り上げるとともに、地域循環圏の構築に向けた地方公共団体の循環

型社会形成のあり方について取り上げる。

③ 物質フロー指標や取組指標の定量的な把握・評価

第２次循環基本計画において新たに盛り込まれた指標について、特に重点的

に把握・評価するとともに、それによる政策の実施状況の評価を進める。隠れ

たフロー・ＴＭＲ、産業分野別の資源生産性について検討を進める。また、３

Ｒの総合的推進による天然資源消費抑制効果及び環境負荷低減効果に関し、特

に、発生抑制（リデュース）について試算する。循環型社会形成に向けた国民

の意識・行動の変化については調査の精度向上を図る。
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４．今年度の点検スケジュール（案）

【平成２１年】

（第１回）９月１６日（水）１５：００－１７：００ 場所：全国都市会館

○最近の動き

○第２回点検の進め方

○産業界の取組ヒアリング

・社団法人日本化学工業協会、社団法人日本建設業団体連合会

○NPO/NGOの取組ヒアリング

・特定非営利活動法人ＷＥ２１ジャパン

（第２回）９月３０日（水）１３：００－１５：００ 場所：三田共用会議所

○産業界の取組ヒアリング

・社団法人日本経済団体連合会

○循環型社会と自然共生社会の統合的取組ヒアリング

・アミタ株式会社

○地域循環圏の取組ヒアリング

・ユニー株式会社

（第３回）１０月１６日（金）１４：００－１６：００

〔３Ｒ推進全国大会初日〕

場所：千葉市 千葉ポートアリーナ

○地域の取組ヒアリング

・千葉市

・千葉市の企業

・その他関東地方の地方公共団体（秩父市）

（第４回）１１月２０日（金）１３：００－１５：００

○政府の取組ヒアリング

・関係省庁（外務省、文部科学省、農林水産省、国土交通省、経済産

業省、環境省）

○点検報告書骨格案

（第５回）１２月４日（金）１５：００－１７：００

○循環型社会形成のための指標及び数値目標について

（補助指標の一部及び取組指標（隠れたフロー・ＴＭＲ等 ））

○点検報告書構成案
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（第６回）１２月１８日（金）１３：００－１５：００

○循環型社会形成のための指標及び数値目標について（物質フロー指標）

○点検報告書案

【平成２２年】

１月頃 ○パブリックコメント

（第７回）２月中下旬

○点検報告書案（決定）

○検討結果（地域循環圏、自然共生社会との統合的取組）

３月頃 ○中環審会長から環境大臣へ報告、閣議報告
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（参考）昨年度（平成２０年度）の実績

平成２０年

①９月24日 （懇談会）第二次循環基本計画策定後の動きについて（報告）

第二次循環型社会形成推進基本計画の進捗状況の点検の進め方について

事業者の循環型社会形成に向けた取組のヒアリング

(社)日本ロジスティックスシステム協会，(社)日本物流団体連合会，

日本チェーンストア協会

②10月23日 （懇談会）第二次循環型社会形成推進基本計画の進捗状況について

地域における循環型社会づくり

）、長井市レインボープラン（市民と行政との連携による循環システム

食品トレーリサイクル新庄方式（福祉施設等との連携による市民リ

サイクルシステム 、金山町･菜の花プロジェクト（幼稚園発、持続）

可能な町づくり）

③10月29日 （第47回）第二次循環型社会形成推進基本計画の進捗状況について

関係者からのヒアリング

産業界の取組（社団法人日本経済団体連合会，電気事業連合会）

地域循環圏関係（京都大学大学院農学研究科地域環境科学専攻梅田幹

雄教授）

国際的な循環型社会の構築（独立行政法人国際協力機構）

④11月28日 （懇談会）第二次循環型社会形成推進基本計画の進捗状況について

関係各省からのヒアリング

（外務省・文部科学省・農林水産省・国土交通省・経済産業省・環境省）

⑤12月10日 （第48回）第二次循環型社会形成推進基本計画の進捗状況について

・循環型社会形成のための指標及び数値目標について

（補助指標の一部及び取組指標）

・点検報告書構成案について

⑥12月22日 （第49回）第二次循環型社会形成推進基本計画の進捗状況について

・循環型社会形成のための指標及び数値目標について

（物質フロー指標を中心に）

・点検報告書案について
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平成２１年

⑦２月16日 （第50回）第二次循環型社会形成推進基本計画の進捗状況について

・第１回点検結果報告書部会決定

２月１８日 中央環境審議会会長から環境大臣へ点検結果報告


